




























































The case study of field trips in elementary school and teachers' consciousness
村野芳男（帝京科学大学）





























































































年齢構成 人数 教員歴 人数
20歳代 4  1～10年 11（20.1％）
30歳代 16 11～20年 13（24.5％）
40歳代 18 21～30年 13（24.5％）
50歳代 14 31年～  8（15.1％）
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その他（交通費高額，
予約難しいなど）
児童の掌握困難，
教育上の効果疑問
安全上の課題等克服すべき
課題多い
野外観察・調査方法が
分からない
安全確保などの
教員配置が困難
多忙で準備する
時間が少ない
時間がかかり何度も
行うのは困難
図２　観察・調査・見学の実施上の課題（複数選択可）
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小学校における校外学習の実際と教員の意識
察する．
２．校外学習に関する教員の学習履歴・研修
宮本の研究は，「中学校社会科地理的分野の
『身近な地域』に関する教員の意識」についてで
あり，「野外（地域）調査」に対する意識である．
一方，小学校の校外学習は，社会科であっても観
察・見学・体験が中心で「調査」を正面には据え
ていない（2017年版の学習指導要領では「調査」
の文言が頻出するがその意味するところは，観
察・見学・体験をと考えられる）ので安易な比較
は慎まねばならないが，校外学習の企画・立案・
実施は担任教員であり，教員の学びの履歴や研修
会への参加状況を知ることは，教員の養成・研修
の在り方に対して示唆を得ることができるのでな
いだろうか．
図３を見ると，地理学の講義，教科教育法，社
会科・生活科関連科目で履修したが32名，履修
していない，覚えていないの24名を上回ってい
る．また，図４を見ると教員になってからの地域
調査に関する研修会に参加したことがあるが23
名で参加したことがないの30名を下回っている．
宮本の調査では，選択肢が「履修した・しない・
覚えていない」の３択ではあるが，大学で履修し
たのは約15％にとどまっている．さらに，教員
になってからの研修会での地域調査の経験では参
加51名に対して不参加が74名と参加を上回って
いる．このことから宮本は，「本調査における教
員の地域調査の経験は，大学で約15％，教員に
なってからも半分に満たない（宮本2009，p３）」
と報告している．今回の筆者の調査では大学での
学習履歴では履修したが履修しないを上回ってい
て，宮本の調査とは異なる結果となっている．教
員になってからの地域調査に関する研修会参加の
有無は宮本の調査とほぼ同じ結果であった．さら
に，今回の調査では教員になって，巡検（地域見
学・観察）などにより，地域の実態を学ぶ機会が
あったかと質問してみた．図５を見ると，教育委
員会主催の巡検等に参加（28名），自主的サーク
ルで行う巡検等に参加（８名）の合計が，参加し
たことはない（16名）を２倍以上上回っている．
「地域調査法」の研修経験についての質問では先
行研究とほぼ同じ結果となったが，今回の「巡検
（地域見学・観察）参加」などによる「地域の実
態を学ぶ」機会という事では，多くの教員が参加
していた．教員になってから地域の実態を学ぶ機
会を持つことは，充実した校外学習にするという
観点からはとても重要なことであり評価できる結
果である．
アンケートでは「その他」として，
①学習に必要な範囲を自身で巡った（30代女性）
②地域の実態に詳しい教員の助言により，自主的
に観察に行った（20代男性）
③学習の下見として事前に調査した（30代女性）
④私的な活動として，社会科授業の充実のため
に，自主的に研鑚した（50代男性）
図３　大学での野外（地域）調査法等の履修
図４　教員になってからの地域調査に関する研修会
参加の有無
図５　教員になってからの地域の実態を学ぶ経験
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⑤自分で地域をまわった（30代男性）
⑥図書館の本で地域について調べた（20代女性）
などの記述が見られた．比較的若い教員に多
く，校外学習に対する前向きな姿勢を感じる．公
的・私的な研修会への参加状況も含めて，教員の
取り組みの一端が見える．
３．これからの校外学習の進め方
アンケートの締めくくりとして，以下のような
質問をした（自由記述）．
＜質問３＞　昨年３月に発表された新学習指導要
領では，授業改善の方向（実践課題）として「主
体的・対話的で深い学び」が採用されています．
このことに関して，校外学習（地域調査・観察・
見学・体験等）をどのように進めていけば良いと
お考えですか．
①目的（何のために何をしなければならないか）
をはっきりとさせることが大切．そしてその目
的達成のために必要なこと（知識を含む）は教
え込む．そうすることで見学や調査が有意義な
ものなる．そこから疑問が生まれ，それを解決
（調査）するために話し合い，もう一度校外学
習を行うというやり方もあると思う．
②児童の興味，関心から課題を立てさせ，それぞ
れの児童が目的を持って見学等に臨めるように
させたい．
③ただ仕事ぶりを見てくるだけでなく，働いてい
る人にたくさん話を聞く（どのような思い，ど
んな工夫・苦労があるのか）．そこからまた，
次の課題を見出す（大人になったとき自分はど
んな仕事につきたいのか，どんな社会貢献をす
るのか等）．
④地域の方や施設の方へのインタビュー活動を通
して，自分の課題を解決してゆく．校外学習で
学んだことをもとに友達と対話し，知識や考え
を深めていく．
⑤見学により特に中学年では「社会事象の見方・
考え方」を働かせた問題の追及，解決が行える
と考える．
⑥学習課題に対して，設定から解決までを児童自
らが主体的に取り組み，校内外で対話する機会
をつくり，学び合うことを大切に進めていきた
い．
⑦安全に配慮しながらも，自分で立てた計画に
そって，自分の足で見学し調べた学習を行う．
⑧校外学習を学習のどこに位置づけるかをよく考
えるべきだとと思う（学習の動機づけなのか，
深める段階なのか）．
⑨校外学習のめあてが子どもの「願いや思い」と
結びついていることが大切．単に活動したこと
が「楽しい」だけで終わらないようにする．
⑩校外学習を行う前に出合わせたい社会的事象に
対する「問い」を児童に持たせてから調べ学習
（見学等）⇒まとめへと進める．見学で見せる
資料等のどこを見せるのか，どのように考えを
働かせたいのか，「見方・考え方」を教師側が
しっかり持ち，学習計画を考えていくことが子
どもの「主体的・対話的で深い学び」を保障す
ることになる．
⑪事前指導（何のために行くのか，何を学ぶの
か）をしっかりして目的意識を持たせること
と，事後指導（何を学べたか，新発見は何か）
を目に見える形で実感を持てるようにさせなけ
ればいけない．
⑫・一人一人が学習課題を設定し，事前学習にお
いて学習過程の見通しを持つとともに意欲を
高める．
　・学習課題（個人やグループ）の解決に向け
て，校外学習の場で様々な感覚から得た情報
を記録・記憶する．同時に，新たな疑問や課
題に対しての調べを進めていく．
　・事後学習において，「情報共有→全体での共
通理解」へと学習の広がり・深まりがあるよ
うに，話し合いや意見交換の場（言語活動）
を設定する．
⑬課題把握時，追究時，振り返り時それぞれの段
階で，書くこと，話し合うことを重視し，学習
を客観視させる．
⑭校外学習は児童にとって教室内での学びを深め
る機会としていく．そこに見学していく必要感
を持たせる授業構成にすることで，自然と主体
的・対話的な学びになると考える．
⑮主体的に学ぶためには，めあて目的をしっかり
とつかませるよう進めて行くことが大切．対話
的…語彙力・コミュニケーション力が必要．
⑯児童の実体験や経験をいかにして深い学びとし
て落とし込んでいくか模索中です．
⑰見学・体験したことを新聞や作文にまとめ，そ
の内容に自分の考えをしっかり形として残す．
目に見える形になったものをグループ学習や発
表会等において，自分の言葉や声で表現する機
会を計画する．
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⑱実感を伴った理解や実物との出会いによる意欲
の高まりを通して，話し合ったり深く考えたり
することができる．
⑲教科と多様に関連付ける．社会科で内容を学
び，総合で体験し，国語でまとめるなど，質を
高めるよう各教員が工夫する．資料に残し引き
継ぐ．
⑳社会科や生活科で学んだ知識を具体的に活用す
る場面として校外学習が必要となってくると考
える．学んだ知識を深める場面として校外学習
が活用されたり，実際に調べに行ける環境を整
えることが，子どもたちの主体的な活動につな
がる．
今回の学習指導要領改訂にあたって，小学校社
会科の改善事項の一つに「社会との関わりを意識
して学習の問題を追究・解決する学習の充実を図
り，学習過程において『主体的・対話的で深い学
び』が実現するよう指導方法の不断の見直し，改
善を図る（文科省2017，p10）」とある．これを
受けて，小学校社会科の各学年の目標において
「学習の問題を追究・解決する活動」と表記して
いる．さらに，内容においても共通のリード文と
して「学習の問題を追究・解決する活動を通し
て」を表記している．「学習の問題を追究・解決
する活動」とはとりもなおさず，問題解決的学習
を意味する．小学校社会科ではこれまでも課題解
決的な学習が展開されてきたが，さらに学びの質
を高め，「主体的・対話的で深い学び」を実現す
ることが求められている．こうした文脈のもと
で，実際に指導に当たっている教員は，「主体
的・対話的で深い学び」と校外学習をどのように
とらえて実践しようとしているのか，アンケート
の回答から見てゆきたい．なお，三つの学びのそ
れぞれが相互に関連しあって学びの質を高めるこ
とが重要であるが，便宜的に分けて分析する．
「主体的な学び」について
「興味・関心から課題を立てさせ目的意識を
持って見学等に臨ませる…②」，「学習のめあてが
子どもの『願いや思い』と結びついていることが
大切．単に活動したことが『楽しい』だけで終わ
らないようにする…⑨」など「めあて．目的を
しっかりつかませる…⑮」ことを重視しているこ
とが読み取れる．校外学習は児童の興味・関心を
引き起こす点で有効であるが，それを児童が自分
の目的と感じさせる教師の指導が必要である．ま
た，「事前学習において学習過程での見通しを持
つ（下線は筆者）…⑫」，「自分で立てた計画に
そって，自分の足で見学し調べた（下線は筆者）
学習を行う…⑦」ことも重要なポイントである，
さらに，「そこから疑問が生まれ，それを解決
（調査）するために話し合い，もう一度校外学習
を行うというやり方もあると思う…①」，「ただ仕
事ぶりを見てくるだけでなく，働いている人にた
くさん話を聞く（どのような思い，どんな工夫・
苦労があるのか）そこからまた，次の課題を見出
す…③」，「新たな疑問や課題に対しての調べを進
めていく…⑫」などの意見も，主体的な学びを実
践するうえでポイントとなる．
「対話的な学び」について
「地域の方や施設の方へのインタビュー活動を
通して，自分の課題を解決してゆく．校外学習で
学んだことをもとに友達と対話し，知識や考えを
深めていく…④」．「学習課題に対して，設定から
解決までを児童自らが主体的に取り組み，校内外
で対話する機会をつくり，学び合うことを大切に
進めていきたい…⑥」．「課題把握時，追究時，振
り返り時それぞれの段階で，書くこと，話し合う
ことを重視し，学習を客観視させる…⑬」．「校外
学習は児童にとって教室内での学びを深める機会
としていく．そこに見学していく必要感を持たせ
る授業構成にすることで，自然と主体的・対話的
な学びになると考える…⑭」．「実感を伴った理解
や実物との出会いによる意欲の高まりを通して話
し合ったり深く考えたりすることができる…⑱」
など校外学習の指導過程で「対話的な学び」がで
き，充実した学習活動になる可能性を指摘してい
る．
「深い学び」について
「事後学習において，『情報共有→全体での共通
理解』へと学習の広がり・深まりがあるように，
話し合いや意見交換の場（言語活動）を設定する
…⑫」．
「見学・体験したことを新聞や作文にまとめ，
その内容に自分の考えをしっかり形として残す．
目に見える形になったものをグループ学習や発表
会等において，自分の言葉や声で表現する機会を
計画する⑰」．「校外学習を行う前に出合わせたい
社会的事象に対する「問い」を児童に持たせてか
ら調べ学習（見学等）⇒まとめへと進める⑩」．
「見学で見せる資料等のどこを見せるのか，どの
ように考えを働かせたいのか，『見方・考え方』
村野　芳男
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を教師側がしっかり持ち，学習計画を考えていく
ことが子どもの『主体的・対話的で深い学び』を
保障することになる…⑩」．
さらに次のような指摘は今後の校外学習の在り
方の示唆となると考える．「教科と多様に関連付
ける．社会科で内容を学び，総合で体験し，国語
でまとめるなど，質を高めるよう各教員が工夫す
ること．それを資料に残し引き継ぐ⑲」．また，
「社会科や生活科で学んだ知識を具体的に活用す
る場面として校外学習が必要となってくると考え
る．学んだ知識を深める場面として校外学習が活
用されたり，実際に調べに行ける環境を整えるこ
とが，子どもたちの主体的な活動につながる…
⑳．」のように校外学習をイベント的，一過性の
学習に終わらせず，教育課程全体に位置ける（カ
リキュラムマネジメントを行う）ことが重要とな
る．
今後，各学校，各教員が「主体的・対話的で深
い学び」の内実を確かにする研修を深め，校外学
習を実践していく過程において，その方向性を示
す示唆に富む意見が多く見られた．
Ⅳ．終わりに　
本稿は，小学校で行われている校外学習の実際
とそれを支え実践している教員の意識について，
足立区内の小学校へのアンケートをもとに考察し
てきた．
その結果を以下のように整理した．
①小学校での校外学習は，各学年で実施されてお
り，教科等，特別活動，その他に類型化でき
る．
②教科等では，学習指導要領に示された内容に関
連して見学・観察・体験する内容が多く，生活
科・社会科を中心に組まれている．
③観察・見学・調査などの校外学習に対して，教
員は肯定的にとらえている．
④校外学習を実施する上での課題として，「実施
にも準備にも時間がかる」，「児童の安全確保な
ど克服する課題が多い」の指摘が多く見られ
る．先行研究の結果とも一致している．
⑤野外（地域）調査法などに対する教員の学習履
歴では，大学では履修者が未履修者を上回って
いるが，教員になってからの地域調査に関する
研修会への参加は不参加が多いものの，地域調
査法の研修とは別に，巡検・見学・観察などに
よる地域の実態について学ぶ研修に参加してい
る教員は多い．
⑥新学習指導要領で示された授業改善の指針とし
ての「主体的・対話的で深い学び」と校外学習
との関わりについて多様な意見が見られ，今後
の実践に対して示唆に富む考えが示された．
④で示したように，野外観察・調査などの校外
学習の実施には多くの課題があることは今回の調
査でも確認された．そうした中でも，（足立区内
の）小学校では多様な校外学習が実施（①・②・
③）され，それを担う教員も③校外学習を肯定的
にとらえ，⑤地域の実態を学ぶ研修会への参加者
が不参加者を上回っている．また，⑥新学習指導
要領で示された，授業改善への糸口としての「主
体的・対話的で深い学び」と校外学習の関連付け
に多くの意見が寄せられ，今後の実践に向けての
研修の充実が期待される．
さらに，今回の学習指導要領の改訂ではカリ
キュラムマネジメントの必要性が強調されてい
る．小学校では，各学年で校外学習が実践されて
いる．この教育実践を支えているのは，教員一人
ひとりの研修充実に加え，学年や学校全体の研修
態勢の充実が支えになっているものと推察され
る．ただ，「バスを使った “工場見学” などの社
会科見学は，学年行事としての色彩が強く，“工
場見学” が見学先の都合で年間カリキュラムと一
致しないという状況は，もはや日常化している
（大澤2008）」状況にあって，見学活動を学習過
程に位置付けたものとするためには，学年担任団
の研修と協動により，見学日程を踏まえた単元計
画の作成・修正が必要になる．こうした研修態勢
をより確かなものにし，学校全体の実践力を底上
げする観点からもカリキュラムマネジメントの視
点からの研修の充実が求められることとなろう．
こうした観点からの学校の取り組み実態について
も今後の研究課題としたい．
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